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統合失調症の予測と予防：何が達成され、次は何処へ向かうべきか？ 

 

現代医学では、疾患の予測や予防に多くの努力が払われており、精神障害に対しても、

こういった努力を払うことが適切である。現在知られている統合失調症の神経生物学

的・心理社会的なリスク指標は、潜在的に危険な状態にある無症状の患者を、適切に選

びだし予防するための十分な予測力を持っていない。しかし、基本的な兆候や遅れて出

現する前精神病的なハイリスクな兆候が 5 年間にわたる前駆症状へと進展した後では、

近い将来の疾患の発症を高い精度で予測できる。研究結果によれば、前駆期初期には認

知行動療法、前駆期後期には少量の非定型抗精神病薬といった、異なる予防策が勧めら

れている。今後の最重要課題は、疾患の病因の分析に力を注ぎ、危険因子をより幅広く

取り入ると共に層別化して予測力を改善し、現行の予防策の効果を確認し、新しい予防

策を開発することである。また、DSM-Ⅴの基準にリスク兆候を含めることで、予測や

予防のアプローチを改善することができるであろう。 
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 Intellectual developmental disorders: towards a new name, definition and framework 

for “mental retardation/ intellectual disability” in ICD-11 

L. Salvador-Carulla, G.M. Reed, L.M. Vaez-Azizi, S.-A. Cooper, R. Martinez-Leal et al. 

知的発達障害： ICD-11 における「知的障害(精神遅滞)」に代わる新しい名称、定義、

そして枠組みに向けて 

  精神遅滞mental retardation という用語に代わって、知的障害 intellectual disability



という用語が広く用いられるようになったが、この用語が表す状態が、健康状態の障害

または能力的な障害として概念化されるべきかという議論が、国際疾病分類(ICD)の改

訂が進むにつれて強まってきた。知的障害を健康状態の障害として定義することは、知

的障害を ICD に位置づける上で重要であり、健康政策や医療サービスへのアクセスに

関しても重要な意味合いを持つ。この論文では、WHOの ICDワーキンググループで得

られた知的障害の分類における合意を報告する。専門家の知識とこれまでに得られてい

るエビデンスを組み合わせた合意に基づいて提言を行うため、文献レビューと、一連の

会合での質的分析が施行された。ワーキンググループは知的障害を知的発達障害に置き

換えることを提案し、知的発達障害を、「認知機能の著しい障害により特徴付けられる

一群の発達の状態であり、学習や適応行動および技能が制限されることに関連する」と

定義している。ワーキンググループはさらに、知的発達障害がより大きなグループ(親

カテゴリー)である神経発達障害に組み込まれるべきこと、臨床的重症度(軽度、中等度、

重度、最重度)に基づく現行の下位カテゴリーを継続するべきこと、そして行動上の問

題を知的発達障害の分類の中核的要件から外し、関連した特徴とするべきことを勧告し

ている。 
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FORUM: THE BENEFITS AND RISKS OF BROADENING THE CONCEPT OF 

BIPOLAR DISORDER 

Broadening the diagnosis of bipolar disorder: benefits vs. risks 

Stephen M. Strakowski, David E. Fleck, Mario Maj 

 

フォーラム：双極性障害の概念拡大による功罪 

双極性障害の診断の拡大：利点とリスク 

 

 現在のDSM-IVやICD-10では別個の臨床像として定義されているが、共通の所見や症

状を持つ双極性障害及びその関連障害を、“双極性スペクトラム”という広い定義を用

いて、より適切に特徴付けられるかが広く議論されている。スペクトラムという見方をと



り、双極性障害の診断を拡大させる提案がなされている。この論文では潜在的な欠点も

ふまえ、臨床と研究の観点から、診断体系拡大の理論的根拠について検討している。双

極性障害の診断拡大の最終的な目標は、これらの状態に共通した病因や病理を見出し、

より適切な治療を可能にすることである。この目標を達成するために、症状観察を越え

て、生物学的・遺伝学的な客観的な指標を同定することを目指し、双極性障害の研究者

は対象とする患者群を拡大させてきた。このアプローチは有益な結果を生んできている

が、DSM-IVやICD-10が改訂されると、精神科の診断分類システムはより厳しく見直さ

れ、双極性障害の概念にも再評価の圧力がかかるだろう。診断概念拡大の有効性につい

て一貫かつ一致した研究結果が得られるまでは、双極性スペクトラムの臨床的な拡大は

注意して行われるべきである。 
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RESEARCH REPORT 

Self-experience in the early phases of schizophrenia: 5-year follow-up of the 

Copenhagen Prodromal Study 

 

Josef Parnas, Andrea Raballo, Peter Handest, Lennart Jansson, Anne 
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研究報告 

統合失調症の病初期における自己体験：コペンハーゲン前駆期研究の五年後の追跡結果 

 

前駆期・高リスク状態についての知見が重ねられているが、統合失調症スペクトラムの

脆弱性の本質的な特徴については、今なお殆ど取り組まれていない。我々は、精神病の

前駆状態にあると推定される初回入院患者(N=151)を 60 ヶ月、前方視的に追跡した観



察研究、コペンハーゲン統合失調症前駆期研究の結果について報告する。追跡の結果、

37%が統合失調症スペクトラムへ移行した。一方、25％が統合失調症型障害から統合失

調症へ移行した。「混乱」、「自我障害」のベースラインスコアが高いことが、後の統

合失調症スペクトラムへの移行の最も大きな予測因子であった。スペクトル内での増悪

（統合失調症型障害から統合失調症への移行）については、どの精神病理学的予測因子

とも関連が認められなかった。 

 

(World Psychiatry 2011;10:200-204) 

 

キーワード： 統合失調症スペクトラム、統合失調症型障害、精神病、診断の確実さ、

前駆期、脆弱性、特異な主観的体験 

 

(藤村洋太訳 旭川医科大学精神神経科、日本若手精神科医の会) 

Translated by Yota Fujimura, MD, PhD 

1）Department of Psychiatry, Asahikawa Medical University, Hokkaido, Japan 

2）Japan Young Psychiatrists Organization 


